
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　
そ
の
た
め
に
各
短
期
大
学
は
生
き
残
り
を
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
・
対
応
を
講
じ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
前
述
し
た
、

四
年
制
大
学
へ
の
移
行
で
あ
り
、
ま
た
、
男
女
共
学
の
道
で
あ
る
。

　
平
成
十
年
代
に
は
、
表
103
の
と
お
り
、
諸
般
の
事
情
で
廃
止
さ
れ
た
短
期
大
学
も
多
い
。
十
八
歳
人
口
の
急
減
に
よ
る
学
生

数
の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
大
学
経
営
の
困
難
化
が
主
た
る
原
因
で
あ
る
が
、
ま
た
、
四
年
制
大
学
へ
の
移
行
も
あ
る
。

　
神
戸
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
は
神
戸
大
学
医
学
部
保
健
学
科
と
し
て
、
ま
た
姫
路
短
期
大
学
は
姫
路
工
業
大
学
環
境
人

間
学
部
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
再
編
さ
れ
た
。

第
四
節
　
私
学
教
育
の
動
向
と
県
の
助
成

一　

中
学
校
卒
業
者
急
減
期
の
対
応
と
共
学
化
の
波

　
平
成
元
年
以
降
の
中
学
校
卒
業
者
の
急
減
に
ど
う
対
応
す
る
か
は
、
公
立
私
立
高
校
に
共
通
す
る
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
が
、

と
り
わ
け
私
学
に
と
っ
て
は
学
校
法
人
の
存
亡
が
か
か
る
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
急
増
急
減
対
応
と
全

く
異
な
る
の
は
、
減
少
の
一
途
で
あ
り
、
高
校
進
学
率
が
す
で
に
九
五
％
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
上
昇
が
望
め
な
い
こ

と
に
よ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
徒
減
少
期
に
あ
っ
て
、
県
内
の
私
立
高
等
学
校
は
、
平
成
元
年
か
ら
私
学
が
相
互
に
連
帯
し
て
秩
序
あ
る
生
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徒
募
集
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
公
立
高
等
学
校
と
は
、「
兵
庫
県
高
等
学
校
急
増
・
急
減
対
策
協
議
会
」
で
、
平
成
元

年
に
公
私
立
高
校
の
長
期
募
集
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
不
況
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
災
な
ど
も
重
な
っ
て
、
私
立
高
校
へ

の
進
学
率
が
や
や
低
下
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
県
内
私
学
各
校
に
も
改
革
・
再
編
の
機
運
が
生
ま
れ
て
き
た
。

　
そ
の
一
つ
は
、
女
子
校
を
中
心
と
し
た
共
学
化
の
波
で
あ
る
。
平
成
十
七
年
ま
で
の
高
校
共
学
化
の
動
向
を
見
て
い
く
と
、

十
一
年
の
須
磨
学
園
と
神
戸
星
城
を
先
頭
に
、
神
戸
第
一
、
神
戸
学
院
大
附
属
、
神
戸

龍
谷
、
神
港
学
園
神
港
、
三
田
松
聖
、
啓
明
学
院
と
、
七
年
間
で
八
校
が
共
学
化
し
、

こ
の
う
ち
神
港
学
園
神
港
以
外
は
元
女
子
校
で
あ
る
。
ま
た
中
学
校
で
も
、
平
成
十
年

に
白
陵
、
十
四
年
に
啓
明
学
院
が
共
学
に
変
わ
っ
た
。

　
従
前
よ
り
、
兵
庫
県
の
私
学
は
男
女
別
学
の
傾
向
が
強
く
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
女
子

校
が
多
く
、
私
立
高
校
生
徒
に
占
め
る
女
子
の
割
合
は
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年

時
点
で
六
六・一
％
と
三
分
の
二
を
占
め
て
い
た
。と
こ
ろ
が
共
学
化
の
流
れ
と
相
ま
っ

て
女
子
の
割
合
が
徐
々
に
低
下
し
、
平
成
十
六
年
度
に
男
子
が
多
く
な
っ
て
以
降
は
男

子
が
女
子
の
生
徒
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
共
学
化
に
伴
う
校
名
変
更
も
多
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
平
成
十
年
に
神
戸
女
子
商
業

が
神
戸
星
城
へ
、
十
一
年
に
須
磨
女
子
が
須
磨
学
園
へ
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
校
名
変

更
に
は
大
学
と
の
系
列
の
明
確
化
と
い
う
要
素
も
あ
り
、
四
年
に
八
代
学
院
が
神
戸
国
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際
大
学
附
属
へ
、
七
年
に
武
庫
川
学
院
が
武
庫
川
女
子
大
学
附
属
へ
な
ど
の
事
例
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
新
設
・
再
開
の
動
き
も
出
て
き
た
。
平
成
三
年
に
神
戸
国
際
中
学
校
（
女
子
校
）、
八
年
に
近
畿
大
学
附
属

豊
岡
中
学
校
（
共
学
）、十
四
年
に
生
野
学
園
中
学
校
（
共
学
）、十
五
年
に
須
磨
学
園
中
学
校
と
滝
川
第
二
中
学
校
（
と
も
に
共
学
）、

さ
ら
に
十
七
年
に
は
休
校
し
て
い
た
神
戸
龍
谷
中
学
校
（
共
学
）
が
再
開
し
て
生
徒
募
集
を
始
め
た
。

兵
庫
私
学
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
も

　
兵
庫
県
私
学
総
連
合
会
は
平
成
十
二
年
に
創
立
五
〇
周

年
を
記
念
し
て
、『
創
立
五
〇
周
年
記
念
誌　
兵
庫
私
学
』

（
平
成
十
二
年
十
一
月
）
を
刊
行
し
た
が
、
兵
庫
県
の
私
学

出
身
の
十
数
名
が
祝
辞
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
人

を
選
ん
で
、
在
学
当
時
の
思
い
出
に
触
れ
た
部
分
を
取
り

上
げ
て
み
よ
う
。

　
化
学
者
の
野の

依よ
り

良り
ょ
う
治じ

（
灘
中
学
・
高
等
学
校
、
昭
和
三
十

二
年
卒
業
）
は
、「
私
に
と
っ
て
、
灘
中
学
校
・
灘
高
等
学

校
の
六
年
間
は
、
わ
が
国
が
ま
だ
経
済
的
に
困
難
な
時
代

で
し
た
。
し
か
し
、
人
間
味
溢
れ
る
先
生
方
、
様
々
な
友

人
達
に
め
ぐ
り
会
う
こ
と
が
で
き
た
、
人
生
の
最
も
楽
し

い
時
代
で
し
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
野
依
は
そ
の
後
京

都
大
学
か
ら
大
学
院
に
進
み
、
名
古
屋
大
学
理
学
部
に
勤

め
て
研
究
を
積
み
重
ね
、
平
成
十
三
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
ま
た
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー・絵
本
作
家
の
永な
が

田た

萠も
え

（
賢

明
女
子
学
院
中
学・高
等
学
校
、昭
和
四
十
二
年
卒
業
）
は
、「
わ

写真 264　�ノーベル化学賞授賞
式での野依良治氏（名
古屋大学提供）
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が
母
校
の
モ
ッ
ト
ー
は
『
ザ・ベ
ス
ト
』。
校
長
先
生
だ
っ

た
シ
ス
タ
ー
佐さ

藤と
う
は
端
正
な
美
し
い
お
顔
に
理
知
の
威
厳

を
た
た
え
て
、
澄
ん
だ
お
声
で
そ
の
短
い
言
葉
を
何
度
も

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
こ
が
れ
を
見
上
げ
る
わ
た

し
は
た
だ
反
射
的
に
そ
の
言
葉
を
口
に
す
る
だ
け
で
し
た

が
、
今
ふ
り
か
え
る
と
、
こ
の
な
が
い
、
絵
を
描
く
者
と

し
て
の
人
生
に
ど
ん
な
に
か
『
ザ
・
ベ
ス
ト
』
と
い
う
言

葉
が
支
え
だ
っ
た
か
に
気
が
つ
き
ま
す
」
と
、
在
学
中
の

教
え
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
永
田
は
そ
の
後
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
絵
本
作
家
と
し
て
活
躍
。
平
成
十
一
年

か
ら
兵
庫
県
教
育
委
員
会
教
育
委
員
に
就
任
、
十
九
年
か

ら
は
教
育
委
員
長
を
務
め
た
。

二　

私
立
専
修
学
校
・
各
種
学
校
を
め
ぐ
る
動
き

各
種
学
校
か
ら
の
移

行
が
進
む
専
修
学
校

従
来
の
各
種
学
校
か
ら
専
修
学
校
へ
の
移
行
が
進
み
、
平
成
七
年
度
に
は
、
県
内
の
国
公
私
立
専
修
学

校
は
九
九
校
（
生
徒
数
一
万
九
九
一
四
人
）、
各
種
学
校
は
一
七
一
校
（
生
徒
数
一
万
五
七
八
七
人
）
と
、
生

徒
数
で
は
前
年
の
六
年
か
ら
専
修
学
校
が
各
種
学
校
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
平
成
十
七
年
度
は
、
専
修
学
校
は
一
〇
二
校
（
生
徒
数
一
万
九
九
四
九
人
）
と
、
生
徒
数
と
と
も
に
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
が
続

い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
私
立
専
修
学
校
は
、
学
校
数
九
一
校
（
八
九
・
二
％
）、
生
徒
数
一
万
八
三
七
〇
人
（
九
二
・
一
％
）
で

あ
る
。

　
専
修
学
校
の
教
育
分
野
を
み
る
と
、
国
公
立
の
専
修
学
校
一
一
校
は
、
主
に
看
護
や
臨
床
検
査
、
理
学
療
法
な
ど
の
医
療
関
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係
と
な
っ
て
い
る
が
、
私
立
専
修

学
校
は
医
療
関
係
に
加
え
、栄
養・

調
理
・
製
菓
や
理
容
・
美
容
な
ど

の
衛
生
関
係
、
情
報
処
理
や
自
動

車
整
備
、
電
気
・
電
子
工
学
な
ど

の
工
業
関
係
、
経
理
・
簿
記
、
ホ

テ
ル
・
観
光
な
ど
の
商
業
実
務
関

係
が
多
く
、
平
成
十
七
年
度
の
生

徒
数
で
は
こ
れ
ら
四
分
野
で
約
八

〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
一
方
、
兵
庫
県
の
各
種
学
校
一
一
二
校
は
全
て
私
立
で
あ
る
が
、
高
校
・
大
学
進
学
率
の
向
上
や
専
修
学
校
へ
の
移
行
を
反

映
し
て
、
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
三
十
八
年
の
八
万
二
三
六
九
人
が
平
成
十
七
年
に
は
一
万
六
七
人

と
な
り
、
翌
十
八
年
に
は
一
万
人
を
切
っ
た
。
分
野
別
の
生
徒
数
は
外
国
人
学
校
、
自
動
車
学
校
、
予
備
校
が
多
く
、
平
成
十

七
年
に
は
、
こ
の
三
分
野
で
全
体
の
四
分
の
三
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

外
国
人
学
校
卒
業
生
に

大
学
入
学
資
格
を
認
定

こ
の
時
期
の
外
国
人
学
校
を
め
ぐ
る
動
き
と
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
外
国
人
学
校

の
社
会
的
認
知
を
図
り
、
地
域
と
の
き
ず
な
を
強
め
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
ア
ジ
ア
系
、
欧
米
系

の
外
国
人
学
校
が
共
通
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
七
年
十
月
に
外
国
人
学
校
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
。
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平
成
十
四
年
十
月
に
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事
件
に
絡
み
、
兵
庫
県
内
の
朝
鮮
学
校
や
生
徒
へ
の
嫌
が
ら
せ
が
相

次
い
だ
こ
と
を
受
け
、
県
知
事
や
外
国
人
学
校
協
議
会
が
「
嫌
が
ら
せ
な
ど
は
恥
ず
べ
き
事
件
で
誠
に
残
念
。
良
識
あ
る
行
動

を
」
な
ど
と
す
る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
た
。

　
ま
た
、
大
学
入
学
資
格
に
関
し
て
、
昭
和
六
十
年
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
専
修
学
校
高
等
課
程
の
卒
業
者
を
、
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
る
大
学
入
学
資
格
付
与
指
定
校
の
制
度
が
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
各
種

学
校
で
あ
る
外
国
人
学
校
は
、
大
学
入
学
資
格
検
定
（
現
高
等
学
校
卒
業
検
定
）
の
合
格
者
の
み
大
学
受
験
資
格
が
あ
る
と
さ
れ

た
。
し
か
し
、
平
成
十
四
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
規
制
改
革
推
進
三
か
年
計
画
」
を
受
け
、
文
部
科
学
省
は
、
十
五
年

三
月
に
国
際
的
な
学
校
評
価
機
関
か
ら
認
証
を
受
け
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
兵
庫
県
内
で
は
マ
リ
ス
ト
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
、
カ
ネ
デ
ィ
ア
ン
・
ア
カ
デ
ミ
イ
）
の
卒
業
者
に
大
学
入
学
資
格
を
認
め
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　
朝
鮮
学
校
な
ど
の
民
族
学
校
は
国
際
的
な
学
校
評
価
機
関
か
ら
認
証
を
受
け
た
も
の
で
は
な
く
、
大
学
入
学
資
格
が
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
の
朝
鮮
学
校
関
係
者
が
抗
議
集
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
神
戸
朝
鮮
高
級
学
校
で
は
理
解
を
求
め

る
公
開
授
業
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
兵
庫
、
大
阪
、
京
都
の
三
府
県
が
文
部
科
学
省
に
対
し
て
、
朝
鮮
学
校
な
ど
の
卒
業
者

に
も
資
格
を
与
え
る
よ
う
求
め
る
要
望
書
を
合
同
で
提
出
す
る
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。
文
部
科
学
省
は
平
成
十
五
年
八
月

に
、
大
学
が
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
、
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者
に
大
学
入

学
資
格
を
認
め
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の

国
公
私
立
大
学
が
朝
鮮
学
校
卒
業
者
に
大
学
入
学
資
格
を
認
め

写真 �265　朝鮮学校
生の受験資格
の申請受理を
報じる新聞（神
戸新聞�平成15
（2003）年 9月
25 日）
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る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三　

私
学
助
成
の
変
容

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
対
策
と
し
て
、
県
は
平
成
六
年
度

経
常
費
補
助
の
一
部
を
七
年
二
月
に
前
倒
し
交
付
（
例
年
は
三
月
）

す
る
と
と
も
に
、
私
立
学
校
教
育
活
動
復
旧
費
補
助
を
創
設
し
、

六
年
度
中
に
五
億
六
六
八
〇
万
円
を
補
助
し
た
。
平
成
七
年
度
に

は
授
業
料
等
の
軽
減
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
、
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
専
修
学
校
高
等
課
程
の
生
徒
等
で
、

震
災
に
よ
っ
て
学
資
負
担
者
が
死
亡
ま
た
は
三
カ
月
以
上
長
期
入

院
し
た
場
合
や
、
学
資
負
担
者
の
住
宅
が
全
半
壊
・
全
半
焼
し
た

場
合
等
に
原
則
八
〇
％
を
補
助
し
た
。
さ
ら
に
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
、
各
種
学
校
の
教
育
活
動
復
旧
に
要
す
る
経

費
を
補
助
し
た
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
五
一
億
六
四
〇
一
万
円
の

補
助
を
行
っ
た
。

　
平
成
元
年
以
降
の
私
学
助
成
額
の
推
移
（
六
年
・
七
年
の
災
害
復

興
対
策
補
助
を
除
く
）
を
み
る
と
、
元
年
度
の
一
七
七
億
円
が
六
年
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度
に
は
二
四
七
億
円
と
、
六
年
間
で
約
一
・
四
倍
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
長
期
の
景
気
低
迷

や
私
立
学
校
入
学
者
の
減
少
も
あ
り
、
私
学
助
成
額
の
伸
び
は
鈍
化
し
、
平
成
十
七
年
度
は
二
八
九
億
円
と
六
年
度
か
ら
の
一

一
年
間
で
一
七
％
程
度
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
県
か
ら
の
私
学
助
成
は
、
教
職
員
の
人
件
費
や
特
色
あ
る
教
育
活
動
等
に
対
す
る
「
私
立
学
校
運
営
費
補
助
」
が
大
半
を
占

め
る
が
、
特
色
の
一
つ
に
、「
私
立
高
校
生
徒
等
就
学
補
助
」
で
は
、
生
徒
の
就
学
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
授
業
料
軽
減
補

助
や
入
学
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
県
内
私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
七
年
度
の
二

四
万
五
二
六
五
円
が
十
七
年
度
二
八
万
九
九
一
七
円
と
約
一
八
％
増
と
な
り
、
公
立
高
等
学
校
授
業
料
と
の
差
が
広
が
り
つ
つ

あ
っ
た
。

　
平
成
七
年
度
の
授
業
料
軽
減
補
助
の
補
助
単
価
（
年
額
）
は
、
所
得
に
応
じ
て
一
一
・
四
万
円
～
二
・
八
万
円
と
な
っ
て
い

た
が
、
数
次
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
十
七
年
度
は
一
七
・
四
万
円
～
三
・
一
万
円

と
拡
充
さ
れ
た
。

　
な
お
、
平
成
十
一
年
度
は
県
の
行
財
政
構
造
改
革
元
年
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
十
二

年
二
月
に
行
財
政
構
造
改
革
推
進
方
策
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
私
立
高

等
学
校
の
経
常
費
補
助
の
補
助
単
価
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
生
徒

減
少
率
が
穏
や
か
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
急
増
・
急
減
期
に
お
い
て
講
じ
た
緊

急
的
措
置
、
激
変
緩
和
措
置
の
必
要
性
が
お
お
む
ね
解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
、
私
立

高
校
に
お
い
て
も
、
段
階
的
な
生
徒
減
少
に
応
じ
た
経
営
努
力
を
行
う
こ
と
が
期
待
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で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
基
準
に
上
乗
せ
し
て
き
た
県
独
自
財
源
に
よ
る
補
助
単
価
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
五
節
　
生
涯
学
習
体
系
の
整
備
と
社
会
教
育
の
充
実

一　

社
会
教
育
施
設
・
生
涯
学
習
施
設
の
被
災

災
害
支
援
の
拡
充
と
災
害
復

旧
事
業
に
よ
る
国
庫
補
助

県
で
は
、
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
害
が
広
範
囲
か
つ
甚
大

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
二
十
日
、
国

あ
て
に
社
会
教
育
施
設
関
係
に
つ
い
て
、
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
激
甚

災
害
法
）
の
適
用
の
ほ
か
、
県・市
町
の
復
旧
事
業
の
負
担
の
軽
減
、
事
務
の
簡
素
化
を
緊
急
要
望
事
項
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

次
い
で
、
一
月
二
十
五
日
に
、
国
の
現
地
対
策
本
部
を
通
じ
て
激
甚
災
害
法
に
か
か
る
補
助
率
の
引
き
上
げ
、
私
立
の
社
会
教

育
施
設
の
激
甚
災
害
法
の
適
用
の
二
点
を
要
望
し
た
。
そ
の
結
果
、
激
甚
災
害
法
の
適
用
の
ほ
か
、
県
及
び
県
内
の
八
市
七
町

が
激
甚
災
害
法
に
よ
る
特
別
の
財
政
援
助
が
受
け
ら
れ
る
特
定
地
方
公
共
団
体
の
指
定
を
受
け
た
。
ま
た
、
法
の
適
用
の
範
囲

が
新
た
に
少
年
自
然
の
家
、
婦
人
教
育
会
館
、
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
、
柔
剣
道
場
等
に
拡
充
さ
れ
た
。
激
甚
災
害
法
に
基
づ
く
地

方
公
共
団
体
へ
の
負
担
分
に
つ
い
て
も
、
従
来
学
校
の
み
と
な
っ
て
い
た
補
助
災
害
復
旧
事
業
債
の
社
会
教
育
施
設
へ
の
拡
充

が
図
ら
れ
た
。

　
県
教
育
委
員
会
（
以
下
、
県
教
委
）
の
県
内
市
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
を
対
象
と
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
社
会
教
育
施
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